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【発表のポイント】

 メッセージアプリの利用時間などの変化が同時に見られました。また高い成

績の維持には、学習法略のほか、家族からの励ましや利他性なども関連して

いることが示されました。

 小学 4 年生〜中学 3 年生の約 1.7 万人を 3〜4 年間追跡した結果、同じ学年

内での偏差値（注 1）の位置は変わりにくいことがわかりました。

 約 9％の子どもは、偏差値が 10 を超えて上昇（約 4％）または下降（約

5％）しました。

 偏差値が上がる子どもと下がる子どもの違いは、将来の具体的な目標があ

る、主要教科に好きな科目がある、メッセージアプリの利用時間などでし

た。

【概要】

子どもの成績を伸ばしたい、偏差値を前に、そう感じる保護者は少なくあり

ません。しかし、成績の位置がどれくらい変化し、変化には子どものどのよう

な変化が必要なのかは、十分にわかっていませんでした。

東北大学加齢医学研究所の細田千尋准教授（東北大学大学院情報科学研究

科、慶應義塾大学大学院教授兼任）、川島隆太教授らの研究グループは、二つ

の自治体の小中学生約 1.7 万人を 3〜4 年間追跡し、偏差値の推移と学習・生

活の変化を分析しました。その結果、偏差値の位置は変わりにくい一方、約

9％の子どもは大きく上昇・下降し、その違いには将来の具体的な目標がある、

主要教科に好きな科目がある、メッセージアプリの利用時間などの「変化」が

同時に見られました。

本成果は、Scientific Reports に 2026 年 9 月 28 日付で掲載されました。

小中学生の偏差値は変わりにくい
―約 1.7 万人の追跡調査から、大きく伸びた子どもに起きていた

「変化」が明らかに― 



 
 

 

【詳細な説明】 
研究の背景 
子どもの偏差値は、学年が上がっていく過程でどのくらい変化するのでしょ

うか。「一度ついた差は続くのではないか」という不安と、「頑張れば変われるは

ず」という期待は、多くの保護者や先生に共通する疑問です。とくに小学校高学

年から中学生は、学習内容が難しくなり、生活や友人関係、メッセージアプリな

ど IOT 機器の使い方も変わる時期ですが、偏差値の位置の変化との関連は、十

分に明らかになっていませんでした。 
 
今回の取り組み 
宮城県内の自治体と東京都内の自治体の公立小中学校に通う、小学 4 年生か

ら中学 3 年生までの計 16,946 人を追跡しました（宮城県内は 4 年間、東京都内

は 3 年間）。各自治体の教育委員会が毎年実施している学力調査の結果と、学習

や生活に関するアンケート（勉強時間、学ぶ理由、宿題、睡眠、メッセージアプ

リの利用時間など）を分析しました。データは教育委員会が匿名化したものを用

い、東北大学の倫理委員会の承認を得ています。 
学力調査の得点は、同じ自治体・学年・年度の中での位置を表す偏差値に換算

しました。偏差値は点数そのものではなく、集団内の相対的な位置です。 
 
研究の成果 
初年度と後の年度の偏差値は変動しにくい傾向がみられた。つまり、初年度

と後の年度の偏差値の関連の強さ（相関係数（注 2））は、宮城県内で 0.81〜
0.88、東京都内で 0.82〜0.86 と、いずれも強いものでした。詳しく分析した宮

城県内の 12,587 人のうち、初年度と 4 年目の偏差値の差が 10 以内だった子ど

もは約 9 割（11,468 人）でした（図 1）。ただし、これは今回の追跡期間での

結果で、生涯にわたって成績が固定されるという意味ではありません。 
しかし、全体の約 9％の子どもは大きな変化を示しました。偏差値が 10 を超

えて上昇した子どもは 482 人（約 4％）、下降した子どもは 637 人（約 5％）

でした。上昇した子どもたちは、初年度は 4 つのグループ（高い位置で安定、

低い位置で安定、上昇、下降）の中で平均が最も低く（40 前後）、4 年目には

50 台前半まで上がって 2 番目に高いグループになりました。下降した子どもた

ちは、初年度の 50 台前半から、4 年目には 40 前後の最も低いグループになり

ました（図 2）。これらは、一時的な点数のぶれや平均への回帰（注 3）だけでは

説明できない大きさであることを、複数の方法で確認しました。 



 
 

 

 

本研究での偏差値の変化の背景には、「学びと生活の変化」が考えられまし

た。アンケートの回答を機械学習（注 4）で分析し、上昇した子どもと下降した子

どもを見分けるのに役立った項目を調べました。調査開始時（1 年目）の回答

だけでは、両者を十分に見分けられませんでした。一方、1 年目から 3 年目に

かけての回答の「変化」を使うと、より正確に見分けられました。上昇した子

どもでは、下降した子どもと比べて、次のような変化が多く見られました。 
学習面では、休日に塾や自習などに取り組む時間や、平日の学習時間が増加し

ました。また、塾に通い始めるなど、学習に取り組む環境にも変化がみられま

した。さらに、「好きな教科がある」「新しいことを学ぶのが楽しい」といった

学ぶこと自体の楽しさに関する回答や、「社会の役に立つために勉強する」「将

来の具体的な目標がある」といった、学習する理由や目的に関する回答も増加

しました。学び方についても、予習・復習を行う、練習問題を繰り返し解く、

自分で答えを見つけようとするといった、主体的・継続的に学習に取り組む行

動が増えました。 
反対に、下降した子どもでは、宿題のやり忘れや、メッセージアプリを使う

時間が増える傾向が見られました。なお、成績が高い位置で安定していた子ど

もでは、朝食、図書館の利用、家族からの励ましなどが多く見られました。 
 
今後の展開 
今回は観察研究のため、見られた変化は、成績の変化と同じ時期に起きたも

のです。そのため、これらの変化が成績の変化に先立つ原因なのか、結果なの

かは区別できません。勉強時間を増やしたり、メッセージアプリを減らしたり

すれば成績が上がることを示すものでもありません 
今後は、何がいつ変わるのか（変化の順序）を丁寧に追うとともに、学校や

家庭での関わり（目標を考える機会づくりなど）が学びの変化につながるか

を、実験的な研究で検証する必要があります。成績が動くときに子どもの学び

と生活に何が起きているかを捉える視点は、家庭や学校、教育行政が子どもの

変化に早く気づき、支える方法を考える基礎になると期待されます。 
 



 
 

 

 

 
図 1. 1 年目と 4 年目の偏差値の関係（宮城県内の自治体、子ども 1 人が 1 点）。

点が右上がりに並ぶほど、偏差値の位置が保たれていることを示します。斜めの

2 本の線の外側（赤・青）が、偏差値が 10 を超えて上昇・下降した子どもです。 
 

 
図 2. 偏差値の位置が変わりにくかった子ども（左）と、大きく変化した子ども

（右）の偏差値の推移（宮城県内の自治体）。太線は各グループの平均、細線は

子ども一人ひとりの推移を示します。 
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【用語説明】 
注1. 偏差値（標準化得点）：テストの得点を、平均が 50、ばらつきの大きさ

（標準偏差）が 10 になるように換算した値。得点の高さではなく、同じ集

団の中での相対的な位置を表す。本研究では、自治体・学年・実施年ごと

に算出した標準化得点を「偏差値」と表記している。得点の分布が正規分

布に従う場合、偏差値 50 は真ん中、60 は上位約 16％、40 は下位約 16％
にあたる。 

注2. 相関係数：2 つの値の関連の強さを−1〜1 で表す指標。1 に近いほど、

初年度に偏差値が高い（低い）子は、その後の年も高い（低い）傾向が強

いことを示す。 
注3. 平均への回帰：極端に高い（低い）得点は、次の測定では平均に近づき

やすいという統計上の現象。偶然の点数のぶれによって、成績が「上がっ

た・下がった」ように見えることがある。 
注4. 機械学習：コンピュータがデータのパターンを学習し、分類や予測を行

う手法。本研究では、決定木を組み合わせる手法（LightGBM）を用い、SHAP
値という指標で、見分けに役立った回答項目を評価した。 
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（報道に関すること） 
東北大学大学院情報科学研究科 
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